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中期経営計画策定に関するお知らせ 

 

 

当社は、2015 年を初年度とする 3 ヶ年の経営計画 「中期経営計画 2017」 を策定いたしましたので、お知らせいたします。 

 

詳細につきましては、添付資料をご参照ください。 
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1-1. 中計2014実績 –プロジェクト 
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ブラジル、アフリカのターゲットエリアでプロジェクトを受注 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Petrobras 
Iracema Norte 
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Carioca FPSO 
（ブラジル） 

 Tullow TEN FPSO 
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 Petrobras 
Tartaruga FPSO 
（ブラジル） 
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1-2. 中計2014実績 – 業績 
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売上高 3,785億円（3,140百万㌦） 

営業利益 85億円（71百万㌦）／未実現利益消去前 128億円 
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1-3. 中計2014実績 – 新規事業 
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ガス関連分野事業／新規事業に関する研究開発推進 

 FEED*を実施 

LiBro® FLNG 
skwid 

浮体式潮流・風力 
ハイブリッド発電 

大水深エアリフト 
（海底鉱物資源FPSO） 

 試作機完成 

 水没事故については 
原因検証中 

 研究開発を継続中 

 JOGMECから 
基礎研究を受託 

*FEED: Front-End Engineering & Design（基本設計） 
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2-1. 外部環境 
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2014年後半-2015年 2016年 中・長期 

56.8  57.8  58.7  58.9  58.9  

24.3  24.8  25.1  25.3  25.3  

3.2  5.3  6.4  7.7  9.2  2.9  
5.5  6.2  6.6  6.4  
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百万ﾊﾞﾚﾙ/日 原油生産量 

Source: World Energy Outlook 2014 (IEA) 
*海洋からの生産量割合は各種資料を基に当社予測 

非在来型 

 ﾀｲﾄｵｲﾙ (ｼｪｰﾙ､ｵｲﾙｻﾝﾄﾞ) 
 ﾀｲﾄｵｲﾙ以外 

在来型 

 海洋 
   1990年 = 20%*  
   2013年以降 = 30%* 

 陸上 

Source: World Energy Outlook 2014 (IEA)  
Mtoe: 百万石油換算トン 
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Mtoe エネルギー需要 

経済成長鈍化・ 
ｼｪｰﾙｵｲﾙ・地政学ﾘｽｸ 

ｼｪｰﾙ開発減速・景気回復
によるｴﾈﾙｷﾞｰ需要増 

人口増・新興国経済成長
によるｴﾈﾙｷﾞｰ需要増 

マクロ経済 

大幅下落・底打ち 横ばい ⇒ 回復 徐々に上昇 原油価格 

開発投資の先送り 
(生産量維持の為の開発) 

新規開発 
投資の回復 

深海を中心に案件増加、
生産期間の長期化 

油田開発 

限られた優良 
案件に集中 

同様の 
競合環境継続 

中小/新規ｺﾝﾄﾗｸﾀｰの 
大水深案件へのﾁｬﾚﾝｼﾞ 

競合 



2-1. 外部環境 – 浮体式生産設備マーケット 

9 
Source: Floating Production Systems Quarterly Report - 2015 Q2 Report (EMA) *1 project  in bidding & final design phase for unidentified region is not included. 

浮体式生産設備の分布（稼働中、建造中、計画中）（2015年4月現在） 

 - 今後もオフショア開発は見込まれる - 

48 

10 

27 

北海 

10 

2 

13 

地中海 

61 

12 

44 

アフリカ 

16 

9 

中国 

80 

14 

36 

東南アジア 

18 

6 

10 

西南アジア・中東 

15 

3 

13 

豪州・ニュージーランド 

2 

8 

カナダ 

54 

4 

27 

メキシコ湾 

60 

19 

41 

ブラジル 

4 

3 

9 

その他南米・カリブ海 

稼働中 

建造中 

計画中 

■ FPSO, Semi, TLP, Spar, FLNG, 
    Production barge, FSRU, MOPU  
■ FSO 

■入札・最終段階 
■計画段階 
■評価段階 



2-2. 内部環境 

10 

収益力 

 プロジェクトの大規模化と安定した受注獲得により、
建造工事売上が拡大 

 優良チャーター案件の積み上げにより、安定的な
チャーター収益が増加 

EPCI* 

 大型、大水深で技術的難易度の高い案件も着実に遂行
できるプロジェクト・マネジメント力が向上 

 プロジェクト実績の積み上げ(累計45件) 

キャッシュフロー 
 プロジェクトの大型化に伴い投資支出が増加、 

ファイナンス負担が増大 

アセット 
マネジメント 

 延べ150年超のO&M*経験によるノウハウを蓄積 

 大型化・長期化に伴い、アセットマネジメントに 
おいて技術的なチャレンジが高まる 

*EPCI: Engineering（設計）, Procurement（資材調達）, Construction（建造）, Installation（据付） 

*O&M: Operation & Maintenance（FPSO等のオペレーション＆メンテナンスサービスの提供） 



2-2. 内部環境 – 優良案件積み上げ 
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■ チャータープロジェクト 
 （2015-2017年生産開始） 

■ チャーター/O&Mプロジェクト 
 （オプション期間を含む） 

O&M累積 約200年 

建造実績 45件+α 

（2017年末） 

O&M累積 7年 

建造実績 11件 

（2000年末） 

2000年 2015-2017年 

MV29 

MV27 

MV25 

MV26 



2-2. 内部環境 – 大規模案件対応力の裏付け 
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Source: Floating Production Systems Quarterly Report - 2015 Q2 Report (EMA) 

大水深 

大型化 

大規模プロジェクト 

（大型・大水深） 



2-3. 内外環境から導き出されるもの 
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 EPCI/チャーターでのバランスのとれ
た収益力 

 大型・大水深案件対応実績・ノウハウ 

 延べ150年超のO&M経験・ノウハウ 

 長期的に大水深を中心とし
た難易度の高いマーケット
が拡大 

 長期間にわたる安定生産に
対する顧客ニーズの高まり 現況 

 アセットマネジメントに関わる技術的
チャレンジの高まり 

 投資キャッシュフローの増大 

 足元の低調なマーケット 

 新規参入者のチャレンジ 

主要な 
課題 

内部環境 外部環境 

 より高度化する顧客ニーズ（技術力、コスト、オペレーションサービス）への対応、 
差別化 

 アセットマネジメントにおける技術的チャレンジへの対応 

 増加する投資資金の確保 

Asset Integrity 
（アセットインテグリティ） 
に対する強いコミットメント 

顧客満足を高めるために 
求められるもの 

強み 

 ﾁｬﾚﾝｼﾞ 

ﾁｬﾝｽ 

脅威 



2-4. アセットインテグリティとは 
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Asset Integrity 
（アセットインテグリティ） 

とは、 

顧客が求める「長期にわたる安定
的、効率的な生産を行う設備」を
設計・建造し、 

期待している通りのパフォーマン
スを挙げられるよう、オペレー
ション・アセットマネージメント
を通じてその設備の機能・状態を
維持すること 

当社は、設計から建造、オペレーショ

ンを一貫して行うことにより、それぞ

れのノウハウを背景に、高いレベルで

のアセットインテグリティを実現でき

るポジションにある 

アセット 

マネジメント 

Asset Integrity 
アセット 

インテグリティ 

オペレーション 

サービス 

EPCI 

建造・据付 

FEED 

基本設計 
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3-1. アセットインテグリティ強化 
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より高い顧客満足の追及 

顧客の 
視点 

内部 
プロセス 
の視点 

アセットインテグリティの強化 

 アセットマネジメント組織の強化と設計・建造
チームとの連携 

 アセットマネジメント ノウハウの活用 

 設備の最適化のための改良研究 

 研究開発の推進 

 当社が持つ技術・ノウハウを活用した 
新規事業への取り組み 

 長期安定生産に適した設計と生産サービスの提供 

アセットインテグリティ強化 

 新規事業分野、新技術への対応 

研究開発の推進 



3-2. 新規事業 
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浮体設備 
係留技術 

ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
/ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 洋上生産技術 
限られたｽﾍﾟｰｽでの 

洋上ﾌﾟﾗﾝﾄ設計 

  

当社技術・ノウハウの活用 

将来に向けた継続的な取り組み 

海底鉱物資源開発 

メタンハイドレート 海底熱水鉱床 レアアース泥 

（左）人工メタンハイドレートの燃焼写真 
画像提供: メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアム 

画像提供: 石油天然ガス・金属鉱物資源機構 画像提供: 石油天然ガス・金属鉱物資源機構、東京大学 



3-3. 競争力の更なる強化 
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より高い顧客満足の追及 

顧客の 
視点 

内部 
プロセス 
の視点 

競争力の更なる強化 

 建造クオリティを維持しつつ、EPCI･O&Mの 
合理化、コスト管理強化の実行 

組織の効率化 

 機能分社型子会社間の連携強化（全体最適、 
連結経営の追及） 

 資金効率を高めるための、グループキャッシュ
マネジメントの強化 

 価格競争力のある設計・建造・サービスの提供 

競争力強化のための取り組み 



3-4. 対応策 – まとめ 
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財務の 
視点 

 売上高  3,500百万㌦  
 連結税後利益 100百万㌦  
 ROE  10% 

顧客の 
視点 

より高い顧客満足の追及 

内部 
プロセス 
の視点 

成長の 
視点 

プロジェクトマネジメントチームの充実 

アセットマネジメントへのリソースの積極的投入 

エンジニアリング能力の強化 

コンプライアンス遵守の徹底・ 

HSEの強化 

アセットインテグリティの 
強化 

競争力の更なる強化 

研究開発の推進 

当社組織の効率化 
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4. 定量イメージ 
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2014 2011 2017 2020 

39 
2.4% 

売上高 
(百万㌦) 

規模の拡大 

収益力の強化 

更なる成長が可能な 
筋肉質・骨太な体質 

1,000 

3,000 

2,000 

税後利益 

売上高利益率 

税後利益(百万㌦) 20 
7% 売上高純利益率(%) 

数値 

色 

大きさ 

(市場再拡大に伴う)売上拡大 
x (強化した)収益力 

= 収益拡大 

売上高 1,672百万㌦ 3,140百万㌦ 3,500百万㌦ 

税後利益 39.5百万㌦ 45.0百万㌦ 100百万㌦ 

売上高純利益率 2.4% 1.4% 2.9% 

ROE 5.9% 4.9% 10% 

100 
2.9% 
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5. 10年後の目指す姿 
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MODEC WILL BE THE NO.1 ENERGY PRODUCTION 

SERVICE PROVIDER by utilizing variety of floating 

facilities. 



免責事項 

本資料に記載されている情報は、種々の前提に基づいた 

ものであり、記載された経営指標や経営戦略の実現を保証

するものではありません。 
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